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時 題材名　 － 本時の 目標 学 習 の 流 れ
1 大 きな 国土 目標 1 ；気候 区分図，地形 図，人 1　 ア メ リカ の特徴 を説 明す るた めには，
と多様 な 自 口分布 図等を重ね合わせて関係 を どの よ うな視点が必要か考 える。
然 読み取 る ことに よって，多様 な自 2　 ア メリカの面積 と人 口を調 べ る。
然環境 を有する ことや人 口分布の 3　 ア メ リカ の地形 図，気候 区分 図，人 口
様子等 を説 明す るこ とがで きる． 分 布 図 を見 比べ て分 かる こ とを説 明す
目標 2 ；地域 を説明す る視点や静 る。
態地誌 的アプ ローチに よる学習の
方法 を理解す る．
4　 自己評価 をす る。
2 世 界 に影 響 目標 1 ；アメ リカの企業的農業， 1　 農 業や 工業 の国別 生産割 合 の統計 を見
3 をお よぼす 大 規模 生産 と最 先端 の工 業生 産 て， ア メ リカで の生産 が世界 的 に見て
産業 が，貿 易や援助 活動 を通 して，世 上 位 の割 合 を示 してい る品 目を探 し当
界各 国の農業や 工業に影響 を与 え ヽて る。
てい ることを理解す る． 2　 「ア メ リカの農業 地域 」 と 「気 候 区分
目標 2 ；アメ リカの貿易の学習 を （年 間降水 量」 を見比べ な が ら，気 づ
通 して，世界 の貿易の さま ざまな いた ことを説明 し，交流す る。
状況 に関心 をもつ よ うにな る． 3　 「ア メ リカの鉱 工業地域 」 を見て ，気
づ いた ことを説 明 し，交流 する。
4　 自己評価 をす る。
4 さま ざまな 目標 1 ；アメ リカが多民族国家で 1　 「ア メ リカの人 口構成 」の グラフか ら
民族 と文化 あ り，文化 ，社 会の仕組み，経済 ア メ リカ には多 くの人 種や 民族が住 ん
な どに渡って，その特色が多彩 に でい る ことを確認 し，疑 問 に思 った こ
出てい るこ とを理解す る． とを出す。
目標 2 ；人種 や民族の違いが，人 2　 「移民 系 の州別割 合」 を見 て，読 み と
々の暮 らしに どの よ うな影響 を与 れ ることを書 き出し，交流す る。
えてい るのかについて， 日本 と比 3　 多種 多様 な人種 ・民族 で構成 され る国
較 しなが ら考 えるこ とができる． の良 さと課 題 を考 える。
4　 自己評 価 をす る。
5 世界の大国 目標 1 ；英語 の国際語化，基軸通 1　 身 近 な生活 の 中か ら，ア メ リカ と関係
貨 としての ドル，軍事力 か らの視 が深い もの を挙 げ，発表 しあ う。
点 か ら，アメ リカが世界 を リー ド 2　 ア メ リカ の学習 で分 かった ことを説 明
している大国であ るこ とを理解す す る。
る． 目標 2 ；ア メ リカについ て，
情報 と情報 を結びつ けなが ら説 明
す る ことができる．
3　 自己 ・相互評価 をす る。
表6．2　小単元「多様な文化と変容するマレーシア」指導計画
時 題材名 本時の 目標 学 習の流 れ
1 テーマで見 目標 1；マレーシアに関する多彩 1　 写真，統計資料，年鑑等を持ち寄 り，
るマ レーシ な情報を収集 ・検討 して，マ レー マレーシアの特色について話し合 う。
アの特色 シアの地域的特色を明らかにでき 2　 資料を整理 し，マレーシアの特色にな
る学習問題を把握する。 りそ うな点を探す。






2 マ レー シア 目標 1；（グループ毎の目標） 1　 グループ内で役割分担を決める。
3 の近代化 ※例…マ レーシアが多民族国家に 2　 役割分担に沿って，調査活動を行 う。
（グループ なっていることについて時間的経 3　 集めた資料や分かったことを持ち寄
学習） 練の視点か ら情報を集め，それを り，グループで検討する。
比較 ・分類 し，グループの学習問 4　 グループで検討 した結果 （相互評価）
題を設定し，予想 ・仮説を立てる。 をもとに， さらに追究する。
目標 2；専門用語の意味を調べた 5　 調査 した内容をお互いに見合い，課題




4 マ レー シア 目標 1；マ レーシアは，日本や韓 1　 他のグループの発表を聞いた り，自分
の今 とこれ 国の経済発展を手本にして，国際 の調査結果を発表 したりして，様々な














































































































































































































































表 7．2　 単元 を貫 く課題 に対す る予想 （一部抜粋）




















時間 1 2 3 4
動 態学 習 日本は先進国といわ マ レー シア では最 マ レー シアは今のよ 僕はマ レー シアはな
ファイル れるのは工業がとて 近，工業 （重工業や うに先進国に追いつ んでもかんでも工業
も進んでいて発達 し ハイテク産業）に力 くような気持ちで， に力をいれていけば
てい るか らだ と思 をいれていて，日本 工業をどんどん発達 いいと思っていたが
う。工業が進んでい 企業などの進出によ させていけば国が発 他の人の意見を見て
ると他の国に注 目さ り生産量がどんどん 展 していき先進国の いるうちに実際そ う
れる．それにともな 増えている。このよ 仲間入 りができると でもないと感 じるよ
い貿易も発達 してい うにマ レー シアは 日 思う． うになった．マ レー
きマ レー シアとい う 本に追 うような形で シアの工業は今，昔
国自体も発達 してい 発展 している．これ と比べ どん どん発展
くことができる．マ に ともない貿 易で してきている．最近
レー シアはアメリカ は，貿易晶や輸出量 マ レーシアには多くの日本企業や海外の
に追いつ くような気 が変わってきて世界 企業があ り，工業が発展 している．それ
持ちで工業を発達 さ に注 目されるよう一に により世界に注 目され始め，貿易も発展
せていけば 2020年 なってきた‥　やは し国も発展 してきた．これは 日本や海外
までには先進国にな り工業が発展 してい の企業のおかげだといえる． しかし本当
ってい くと思 う． くと，世界に注目さ に他 の国に頼っていていいのかとい うこ
れ国も発展 していき とがある．マ レーシアは今，他の国々に
先進国の仲間入 りに 足を引っぼってもらって発展 していると









達成度 5 5 5 5
内容 自分の予想 ・考え 、事＋自 自分の予想 ・考え ．事 ＋自＋他
時間 過去 過去 過去 未来
自己評価 自分の考えが しっか マレーシアの工業の いろんな人の意見が 他の人の意見を参考
り書けた． 様 子 が よくわ かっ みれてよかった．自 にし，それを自分の
た．今日の授業を自 分の意見もとても深 意見につなげること
分の考えにつなげた
い．
まった． ができたのでよかっ
たと思 う．
遠丁子ＩｌｌｌｌモーＩ封
③仲間6；マレーシア催最近機械類
を中心に（中略）また他国の企業の
進出があって機械工業の輸出品目が
ナンバー1になりました。このよう
に世界から注目の的になっているマ
レーシアはさらに発展することにな
るでしょう。僕が思うにマレーシア
が先進国の仲間入りするのはもはや
時間の問題になっているのでは、と
ぼくはおもいます。
仲間8；（なるほど）僕もＯＫの意見
に賛成で仲間入りもすぐだと思う。
Ｂ：（なるほど）最近、マレーシア
では鉱業よりも工業に力をいれてき
ていますｎ　これにより世界に注目さ
れ始め、留易品も昔とは変わってき
ていますハ　このようにこれからもマ
レーシアは先進国に追いつくような
形で工業を発達させていけば先進国
の仲間入りになれると思いますｎ
教師；（ところで）貿易でもプラス
になっているのですか？
仲間9；（ところで）油系は、額が
高くなっていますね。工業品が主な
輸出品になることはないと思うよ。
パーム油や原油、天然ゴムは、貴重
ですから先進国入りは、まだ遠い先
だと思ったです。
②仲間9；日本と協力して国内産の自動
車『プロトンサガ』をマレーシアで作っ
た。それと、すず、天然ゴムなどを輸出
している。（中略）国としては財政もとっ
ても良いと思う。でも、マレーシア内だ
けの事であって世界的には、人件費が安
いためアメリカと日本が進出してきてマ
レーシア独自の大企業が世界に進出する
事は、無茶苦茶難しいと思ってしまっ
た…・マレーシアは、一時期活発な
貿易を弱めて国内の産業に力を入れた方
がいい。補足アジアの先進国の日本、韓
国、シンガポールは、工業製品（精密機械、
機械、自動車）を輸出いて、マレーシアは
と言うと衣類、パーム油、原油などであっ
た。これじゃあ先進国入りはできないが
工業系を強化したほうがいいですね．
仲間7；（なるほど）マレーシアの工業は
けっこうすごいと思う
仲間8；（なるほど）俺もマレーシアはも
と工業の方を強めたほうがいいと思う
Ｂ：（それはどうかな）十分マレーシアの
工業は発達してきていると思うよ。この
調子でいけば先進国の仲間入りができる
と僕は思うよｎ　ノ
仲間6；（ところで）工業のほとんどはす
でに強化されていますが？
仲間9；2020年には、きついと思います
④仲間10；マレーシアの工業は、昔のようにゴム
や鈴に力を入れすぎず、今の電気産業を発展させ
て、日本やアメリカに匹敵するほどの技術を確立
すれば、他国の新しい技術が出てきてもすぐにそ
れに追いつけるようになり、製品の出荷等にもあ
まり支障が出なくなる、そうすれば安定した輸出
ができるようになり、国の経済も安定するかもし
れない、さらに輸出だけではなく、マレーシア国
内でも、高性能なパソコンや電化製品が普及し電
気産業だけでなく、国内全体の産業もレベルアッ
プするし教育などの面でもいい効果があると思う、
このように電気産業を進めればマレーシアは20
20年までに先進国の仲間入りができる。
Ｂ：（なるほど）そうだねハ　僕も工業をもっと発展
させていけば世界に注目されて貿易も発展してい
き、それにともない国も発展していって先進国に
なれると思うよハ
図7．1Ｂの動態グループ会議室における相互作用
㌔1．鮎．1‾こ1．！．…；ｌ・．．．Ｉ・1韓
8　授業分析
表7．1をもとに，静態的地誌アプローチによるアメリカ合衆国の学習を分析する．
第1時間目では，Ａは記述こそ短いが，気候と地形と人口を組み合わせて一般的共
通性を導き出している．しかし，時間がないためにそれを静態グループ会議室で発言
できなかった．
第2時間目では，Ａは人口の集中している所に工業地帯が集まっていることを述べ
ている．工業地帯が先か人口が先かは個々の事例毎に考えなければならない問題では
あるが，工業地帯と人口の結びつきは重要な社会認識内容でもある．静態グループ会
議室では，平原と工業地帯の関係には気付いたが，仲間4が発言したように「川や海」
までは言及していなかった．ここで初めて気付くのである．さらに，パイプラインと
炭田について追究するようアドバイスをしている．
第3時間目におけるＡは，「アメリカの農業地域（分布図）」，「気候区分図」「人口
分布」を重ね合わせた読みができている．しかし，「人口密度の高い所に農業が発展
する」という誤解から生じる記述も見られる．静態グループ会議室での「もとになる
発言」はＡによるものであるが，この発言の中ではそのような記述はない．これは，
事前にＳＵＰＥＲ ＳＥＡＲＣＨによって，投稿前に教師の指導があったからである．その結
果，ここでの話題の中心は農業と気候，農業と地形になる．しかし，「なぜ」「どうし
て」という質問は出るが，その回答を仲間1が1人で受けて困惑しているため，この
相互作用が「農産物の特性」と「気候」の関係に結びつけられるよう，教師からの発
言を挿入した．この後，生徒らは指示通り資料集から農産物の特性と気候との関係を
調べ，理解することができた．
第4時間目のＡは，記述こそ短いが異なる文化の流入が発展を促すことに気づいて
いる．静態グループ会議室では，Ａと同じように捉えた仲間3がもとになる発言をし
ている．ここでは，他の仲間が目を付けなかった移民の居住先に関する話題で相互作
用が展開していく．ヒスパニックとアジア系民族はアメリカ合衆国への入国経路や移
住先での職業等の条件の違いが関係する難しい問題である．ここでは3時間目と同じ
ような質問ばかりの展開に対し，Ａが「貿易の輸出・輸入が」と最後に自分の考えを
述べている．この発言内容は質問に対して完全に説明し切れているわけではないが，
貿易という側面から民族の移動を考えるきっかけとなっている．
5時間目は，静態学習ファイルでの記述は，軍事面に関する内容が大半を占める．
全体的に合理性という点では弱い印象を受けるが仲間5は，具体的な数字をあげなが
ら説明を加えている．静態グループ会議室での発言も同じ傾向にある．しかし，仲間5
の「アメリカが必要な国と必要じゃない国があるから」という発言に対するＡの質問
から徐々にその他の話題にも触れるようにな考．この仲間5の視点は他の仲間にはな
いアメリカ合衆国の今後の政策に関係する興味深いものである．この話題は十分に議
諭されないまま終わったが，最後の仲間1の発言もその視点の重要性に気付いたため
だと考える．
（地図・政治）現在世界2番目に大きな
国で，世界の中心国の一つになってい
る．
（民族）インディアンという民族が住ん
でいたが，ユーラシア大陸から人々が
移住してきた．
（民族）今は，黒人，白人と肌の色や金
髪，黒髪と髪の色も様々で主にいるの
が金髪である．
（産業・文化）アメリカは産業や文化が
発達しているので，追いつこうとする国
がたくさんある．
（政治）ストーカーに対する法律を最初
に作った．
実践前
（自然・人口）アメリカ合衆国の人口密
度は地形と気候に大きく関係している．
（自然・人口）平原に人口が集中する．
（自然・人口）温帯や冷帯に人口が集
中し，乾燥帯では集まらない．
（都市・自然）海沿いに都市が密集して
いるのは貿易や工業に関係している．
（文化・民族）世界各地から様々な文化・
宗教をもった人たちが集まったため，
互いに刺激しあい，文化と文化が混ざ
り合って新しい文化を生み，国の発展
へとつながった．
（産業）農地が広く，それが農業の発展
につながっている．
※1（）内は地域構成要素を示す．筆者によるもの．
※2　記述は内容を変えない程度に筆者がある程度直したもの
図8．1アメリカ合衆国のスキーマの変化
授業の前後のＡのアメリカ合衆国スキーマは図8．1のように変化した．
知識の量は少ないがＡの「海沿いに都市が密集しているのは貿易や工業に関係してい
る．」や「農産物の性質と気候を考えて農業をしている．」という知識は，社会認識内容として
重要なものであり，静態グループ会議室での相互作用を反映したものである．学習前と比べ
具体的な数値や説明的知識はないものの，知識の質そのものが向上している．また，学習前
に見られた「ユーラシア大陸」「金髪」といった暖味であったり，間違ったりした情報は記述され
なくなっている．
次に，動態的地誌アプローチによるマレーシアの学習を分析する．
表7．2を見ると，単元を貫く課題「マレーシアは2020年までに先進国の仲間入りが
できるのだろうか」に対し，自然と関わらせて考える生徒はいなかったものの，幅広
い視点で捉えようとしていることが分かる．表中の要素列に示した地域構成要素は生
徒から出てきたものである．特に「教育」という視点は，アメリカ合衆国の文化を扱
った授業の中で取り上げた視点でもある．生徒の記述を見ても，「世界の中心のアメ
リカなども見て，各国の政治がそのように動いているのか知っていく必要がある」や
「たくさんの民族がいれば，力をあわせて発展させることができるかもしれない」等
の記述も，アメリカ合衆国の学習を学習した際に身に付けた知識を生かした予想であ
る．これらのことから静態的地誌アプローチで身に付けた幅広い視点や知識が，動態
的地誌アプローチの学習に生かされていることが分かる．
Ｂの学習を分析する．表7．3は生徒Ｂの動態学習ファイルの記述である．1時間目
では，日本やアメリカ合衆国を例にあげながら，工業を発展させることが世界から注
目をきっかけとなり，貿易へと拡大していくことにつながることを示唆している．2
時間目では，日本企業との関連や生産量増加，貿易品目の転換，輸出量の変化がマレ
ーシアの先進国の仲間入りを促進させていると捉え，3時間目では，努力を続ければ
仲間入りができるとしている．ところが，4時間目には，これまでの自分の考えを方
向転換させている．工業の発展は先進国の仲間入りの重要な要素として捉えているこ
とにはかわりはないが，マレーシアの工業が日本やその他海外企業への依存によって
成り立っていることに疑問を抱き，先進国と呼ばれるには工業の自立性を確立するこ
とが必要であると結論づけている。Ｂの参加した動態グループ会議室（図7．1）を見
ると，図中①～④まで，同じような主張を繰り返している．③の発言では，天然資源
から工業製品へと輸出品目を転換するところに目を付けており，この時点ですでに工
業に関しては深い見識を有していると言える．しかし，④では，教師のアドバイスも
あり，仲間10の「日本やアメリカに匹敵するほどの技術を確立すれば」という考え
に接した．それとこれまで調べてきた日本をはじめとする外国企業との深いっながり
とを組み合わせたことによって，4時間目のような「依存性」の問題に考えが及んだ
と考えられる．ここでも，「マレーシアの工業は最近発展している」「発展には生産量，
輸出（貿易），品目が関係している」「近い将来先進国の仲間入りをする」という自分
で付加した情報の上に，仲間10の発言をきっかけとして「依存性」という新たな情
報が加わり，「自立性がない限り仲間入りは難しい」と組みかえられたのである．
9　実践の成果と課題
社会科教育の枠組みで考えると，静態的地誌アプローチと動態的地誌アプローチに
よる授業を行うことによって，社会的事象（地理的事象）そのものの明確化や因果関
係の解明の仕方，つまり地理的分野の学習における「学び方」を学ぶことができたと
言える．マレーシアの後のフランスの学習では，多くの生徒から，「今日はどっち」
等と静態的地誌アプローチでやるのか，動態的地誌アプローチでやるのか問われるこ
とがあった．中には，「（フランスの学習では）最初に静態でやって，その後に動態で
やった方が面白い．」と述べる生徒もいた．また，本実践では静態的地誌アプローチ
ではアメリカ合衆国，動態的地誌アプローチではマレーシアを題材に取り上げて学習
したが，静態的地誌アプローチで学んだ多面的・多角的な視点や知識が動態的地誌ア
プローチの学習に生かされた点も成果の一つである．
認知科学の枠組みで考えると，スキーマの組みこみ，組みかえが起こり，再構成を
動態グループ会議室
Ｂ；《アドバイスをください》
仲間6；《なるほど》企業の進出は，その国に大き
な影響を与えることがわかります．時期に先進国に
仲間入りすることでしょう
仲間9；《アドバイスをください》（前略）国とし
ては財政もとっても良いと思う，（中略）マレーシ
ア独自の大企業が世界に進出する事は、無茶苦茶難
しいと思ってしまった．（中略）マレーシアはと言
うと衣類、パーム油、原油などであった．これじゃ
あ先進国入りはできないが工業系を強化したほうが
いいですね．
Ｂ；《それはどうかな》十分マレーシアの工業は
発達してきていると思うよ．この調子でいけば先
進国の仲間入りができると僕は思うよ．
仲間6；《アドバイスをください》マレーシアは最
近機械類を中心に（中略）また他国の企業の進出が
あって機械工業の輸出品目がナンバー1になりまし
た．このように世界から注目の的になっているマレ
シアはさらに発展することになるでしょう．（後略）
Ｂ；《なるほど》最近マレーシアでは鉱業よりも
．．重義芸薫蒸璧藍窯業菜窯‥‖
思います．
仲間10；《アドバイスをください》マレーシアの工
業は、昔のようにゴムや鈴に力を入れすぎず、（中
略）日本やアメリカに匹敵するほどの技術を確立す
れば、他国の新しい技術が出てきてもすぐにそれに
追いつけるようになり、製品の出荷等にもあまり支
障が出なくなる、そうすれば安定した輸出ができる
ようになり、国の経済も安定するかもしれない．
（後略）
Ｂ；《なるほど》そうだね．僕も工業をもっと発
展させていけば世界に注目されて貿易も発展して
いき，それにともない国も発展していって先進国
になれると思うよ．
評価規準・基準をもとにした相互評価
予想段階における
スキーマ
メリカに追いっくような気
持ちで工業を発達させてい
けば2020年までには先進国
になっていくと思う
②（前略）日本企業の進出
によって生産量がどんどん
増えている（中略）工業が
発展していくと、世界に注
目され国も発展していき先
進国の仲間入りになれるよ
（診マレーシアは今のように
先進国に追いつくような気
持ちで，工業をどんどん発
達させていけば国が発展し
ていき先進国の仲間入りが
できると思う
最終段階において
再構成されたスキーマ
④僕はマレーシアはなんで
もかんでも工業に力をいれ
ていけばいいと思っていた
が他の人の意見を見ている
うちに実際そうでもないと
感じるようになった．（中
略）しかし本当に他の国に
頼っていていいのかという
ことがある．マレーシアは
今，他の国々に足を引っぼっ
てもらって発展していると
いう感じである，他の国に
煩って発展していった国を
はたして先進国と呼べるの
だろうか．（中略）マレー
シアが立派な先進国になる
にはもっと自立し自分たち
で工業や国を発展させてい
く必要があると僕は思う
※図中の動態学習ファイル，動態グループ会議室における記述や発言は，話題の核心
となる部分だけを抜粋して記載した．
図9．1生徒Ｂの相互作用とスキーマ再構成
促すことができたかどうかが問題となる．そのために，本研究では，社会的構成主義，
特にヴイゴツキーの最近接発達領域論に基づき，生徒の最近接発達領域を開き，知識
の獲得を促進させるための相互作用の場を用意した．また，相互作用を活発化させる
ための媒介物としてのタグ情報も用意した．このような機能をもつＷｅｂＤＢシステム
を利用した結果，図9．1で示したように，予想段階では単に「工業を発達させれば」
と考えていたＢが，仲間との相互作用の中で自分の考えをより深めたり，タグ情報に
よる教師のアドバイスによって，「技術を確立すれば」という仲間10の一歩進んだ考
えを目の当たりにしたりしながら，最終的には工業化をおし進めるだけではなく，工
業の「自立性」が先進国入りの重要な要素であることに気付いている．このように，
生徒は学習ファイルの中で自分の読み取り，調査結果，考え等を整理，分析，構築し，
それをもって相互作用をすることによって，より多くの情報と接する機会を得，その
中で自分とは違う考え方や視点，気付かなかった情報に触れることができた．つまり，
資料と自分との相互作用で得たスキーマに新たな情報を付け加えたり，間違いや暖味
であ、るスキーマを新たなスキーマに置き換えたりすることができたのである．その成
果には，目に見えないところでの作用が含まれている．それがタグ情報の活用である．
教師は，生徒が学習ファイルを記述する間，2～3分毎に達成度タグを付けて上書き
保存するように要求した．教師はその都度，生徒の保存した達成度タグを「ＳＵＰＥＲ
ＳＥＡＲＣＨ」で検索し，効率よく支援・指導をした．また，要素，内容，時間タグによ
ってカテゴリー毎に生徒全体の傾向を見て，資料の見方やタグの付け方等，全体に指
示する内容（注意事項）や，偏った考えや間違った情報が蔓延しないようにするため
の指導方針を決めたりするのに役立った．また，生徒も困ったときや新たな情報が欲
しいときに仲間の情報をタグ情報によって検索することで，問題を解決したり，別の
知識や視点を獲得したりすることができたのである．
しかし，実践の中で様々な課題も見つかった．
社会科教育に関わる課題では，地誌学習における2つのアプローチをどのように指
導計画の中に位置づけるかが問題となる．本来であれば静態的地誌アプローチと動態
的地誌アプローチは「相互補完の関係」であり，1つの国や地域を扱う中で2つのア
プローチを取り入れることが最も望ましいことであるが，それを現在の指導計画の枠
内に入れ込もうとすると時間的な無理が生じる．これを実現可能にする学習環境の開
発や授業改善の在り方を考えることがより知識と学び方の両立をさらに促進させるで
あろう．
相互作用に関して言えば，タグ情報そのものの種類とメニュー，付け方が問題とな
る．今回の実践では，教師・生徒双方とも基本情報とともに達成度タグや地域・国名
タグ，要素タグ等は頻繁に利用し，その利用価値はあったが，内容タグ，時間タグに
ついては頻繁に利用したとは言えない。表7．3で示したのＢの内容タグは正確に判断
して付けられているものの，時間タグは「過去」がほとんどである．特に3時間目の
動態学習ファイルの「自分の予想・考え」を中心とした記述内容では，時間タグを付
けること自体に無理が生じている。効果と手間の双方を考え，達成度タグのようにど
のような生徒の記述でも対応できるタグ，面倒と感じることのない数のタグやメニュ
ーを用意する必要がある．
〈引用文献〉
正司和彦　日本教育工学会研究報告書　社会的構成主義指向の教育　2003　日本教育工学会
